
１．案件の概要 

（１）案件名 

（和文） 平成２６年度パプアニューギニア国別研修「教材の質の改善 

（短期研修）」 

（英文） Improvement of Quality of teaching Materials (Short-Term Training) 
（２）研修期間 平成 26 年 10 月 29 日～平成 26 年 12 月 4 日 

（３）研修員数 8 人 

（４）国立大学法人 鳴門教育大学 研修コースリーダー 石坂広樹木 

 

２．案件目標（アウトカム）と単元目標（アウトプット）の達成度 

（１）案件目標（アウトカム） 

案件目標： 

・研修員が帰国後活動する中で7年生・8年生用EQUITV教材の質が向上し，使い

やすいものになる。 

・研修員の理数科の教科内容の知識が向上する。 

・研修員のカリキュラムをOBCからSBCに改革する実践的能力が育成される。     

指標： 

研修員が本邦研修終了時に提出したアクションプランが一定レベルに達成し

ているか確認される。また，研修員の帰国後 2 ヶ月以内にアクションプランが

所属組織の中で発表される。次回研修までに同プランが概ね実施され最終報告

書が次回研修の際に提出される。 

（２）単元目標（アウトプット） 

単元目標①： 

教材・カリキュラムの課題が特定される。 

指標： 

研修員が研修初期に発表したカントリーレポート，研修中に作成した PNG の

教育課題リスト，行動計画の「課題」とその「問題点」に関する記述・発表に

ついて 4段階評価が B（やや優れている）以上。 

 

単元目標②： 

教材・カリキュラムの内容を改善できるようになる。 

指標： 

研修員が研修中に作成した指導案・カリキュラム案・行動計画にある「研修

を通して学んだ知識・経験」「自分の部署・自国で実施できそうな対策」の記述・

発表の 4段階評価が B（やや優れている）以上。 

 



単元目標③： 

カリキュラムに基づいた教育活動について理解し実施できるようになり，課

題解決が可能となる。 

指標： 

研修員が研修中に作成した指導案・カリキュラム案・行動計画の「研修を通

して学んだ知識・経験」「自分の部署・自国で実施できそうな対策」の記述・発

表の 4段階評価が B（やや優れている）以上。 


